障害のある子どもを育てる過程の障害受容における父親の役割
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おわりに

〔論の組み立て・流れ〕

第１章　親の障害受容をめぐる研究状況と課題　

　　１．先行研究の概観

　桑田ほか(2004)をもとに、自分なりに従来の先行研究についてまとめた。

　〇障害受容の定義（上田、1980）

障害の受容とは、あきらめでも居直りでもなく、障害に対する価値観の転換であり、障害をもつことが自己の全体としての人間的な価値を低下させるものではないことの認識と体得を通じて、恥の意識や劣等感を克服し、積極的な生活態度に転ずること

　〇障害受容の過程～・段階説（D.Boyd、1951）

　　　　　　　　　　・慢性的悲嘆説（S.Olshansky、1962）

　　　　　　　　　　・螺旋型モデル（中田、1995）

　〇親の障害受容～従来：質問紙法か面接法

　　　　　　　　　本稿：手記に注目

※母親の第一の相談相手は夫（父親）とのアンケート結果がある（ぽれぽれくらぶ、1995）

　　２．障害児をもつ父親の障害受容について――　手記からの検討

〇西原由美(1997)海くんが笑った.かもがわ出版.

〇「この子と歩む」シリーズ：『みんなのねがい』1990年11月号より開始。

母親と父親の手記が同じ紙面に同時に載っている。母親か父親の中心となる手記３頁、

写真2/3頁、周囲の人のコメント1/3頁、計４頁で構成

〇ぽれぽれくらぶ(1995)今どき、しょうがい児の母親物語.ぶどう社.

〇マザーズ・ジャケット(2004)旨味。.マザーズ・ジャケット.

〇竹田美栄子・木村幸子(1989)幸っちゃんの「爆発」と「こだわり」.

親子通所センター十二年のあゆみ紀要(4),1-37.

〇明石洋子(2002)ありのままの子育て.ぶどう社.


 

①母親の精神的な支え

②母親とは違う視点から、母親が意識化・言語化していない事柄に

意味づけ・発想の転換を行う

③社会へのつながりをつくる

〔大江光について〕

〇1963年６月13日誕生（大江健三郎、28歳）

　※脳に障害があったため手術し、知的障害と軽い視覚・運動障害がある

〇３歳、ラジオで流れた鳥の声に強く反応したので、健三郎は鳥のレコードを収集し、

光はそれに聞き入った

〇６歳ではじめて言葉らしい言葉を話し、以来どんどん覚えた

〇８歳で２年遅れて小学校の障害児学級へ入学

〇13歳で突然てんかんの発作を起こした

→口数が減った→楽譜を書き取り→作曲→音楽で自己表現

〇養護学校を卒業して以来、世田谷区立烏山福祉作業所へ通っている

〔 大江健三郎　作品解題 〕

「ヒロシマ・ノート」(1963年8月～執筆、1964年10月-1965年3月『世界』)

　大江は広島日赤病院長で原爆病院長を兼務した重藤文夫を「正統的な人間の一典型」と表現している。

　キィワードは「蛮勇（気）」「屈伏（の拒否）」「ねばりづよい持続」

医師たちは大きいハンディを背負っていたし決定的に立遅れていた。しかし、重藤博士たちはなおかつ屈伏しなかったのである。（中略）いわば、かれらは単に屈伏することを拒否したのだ。屈伏しないでいることをたすける有利な見とおしなどなにひとつありはしなかった。ただ、かれらは屈伏することを拒否した。

「空の怪物アグイー」（1964年1月『新潮』）

　子どもに手術を受けさせずに生命を守ってやらなかった場合、どのような展開になるのかを作家自身が試みに描いている。子どもを失ったDは、妻と離婚して家庭が失われ、自殺寸前の状態に追い込まれる。そして最終的に自殺に近いかたちで死亡。

『個人的な体験』（1964年8月、新潮社）

　若者だった人間が親になり、しかも第一子が障害児であったときの苦しみの様相が読み取れる。子どもに手術を受けさせるか／受けさせないかの選択を迫られる場面がある。医師は「もちろん、あなたは手術を拒否することができるんですよ！」と鳥に言う。子どもの存在を希望をもって受け入れるところで終る。

「父よ、あなたはどこへ行くのか？」（1968年10月『文学界』）

　父親の問題を取り上げている。父－語り手－息子＝二重の父－子の問題、自分の父親、父親としての自分について考える。「僕」は父親と同一化をはかり、息子も「僕」によく似ているが、最終的にはそのいずれもから切り離されて「自由」になる。

「ピンチランナー調書」（1976,8-10,『新潮』）

　これまでは一組の父―子関係について語られてきたが、本作では僕―息子と、森―森・父という、二組の父―子関係が扱われている＝語り手自身を客観視。

　さらに森親子の立場を「転換」させることで、より複雑な世界を描く。

『新しい人よ眼ざめよ』（1983年6月、講談社）

　家族の転換期→家族の立ち直りの契機。「家族」という単位、形態について作品化。
　ブレイク『無垢の歌』より「失われた少年」の一節が繰り返し用いられている。この詩句により、一度は障害を受容して安定したはずの家庭に再び訪れた「危機的な転換期」を暗示。障害の受容→積極的な意味づけ→より安定した「家族」の生活へ。
『静かな生活』（1990年10月、講談社）

　初めて女性が語り手になった作品。父親をこれまで以上に客観視し、それによって父親の役割をより明確にした。→父親の存在感、「万能の用語」

〔大江作品の示唆するもの〕

〇障害があるということの意義→「ピンチランナー調書」

障害児がいるということは、いろんなことを人間について教えてくれる大切な契機なのだ、そこに重要な意味がある。（中略）われわれ障害児をもっている家族の人間は、あるいは障害をもった人自身は、みんなの先頭に立って走ってゆく人間ではない者として、つまりうしろからついてゆく人間として、そういう前のめりになったものの考え方、政治は危ないのだといわねばならぬ。（中略）そう考えれば、そういう障害を持った人たちが社会に完全参加する、そして平等をかちとるということには、まさに積極的な意味が見えてくる。

（1981年10月、第９回全道肢体不自由児者福祉大会での記念講演）

〇家族全体のこととして→『新しい人よ眼ざめよ』

〇父親の役割→『静かな生活』

〔　参　考　資　料　〕

・ＮＨＫスペシャル「響きあう父と子～大江健三郎と息子　光の30年～」（1994.9.18放送）

・ＮＨＫ特別番組「大いなる日」へ－ノーベル賞作家　大江健三郎に聞く（1994.10.15.放送）
・大江健三郎(1982)核の大火と｢人間｣の声.岩波書店.65-95.

・西原海　http://ww4.enjoy.ne.jp/~kai.n/
障害受容における父親の役割








